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ORACLE EXADATA DATABASE 
MACHINE X2-2 

Oracle Exadata Database Machine X2-2 は、オンライン・トランザク

ション処理（OLTP）、データウェアハウジング（DW）、複合ワーク

ロードの統合を含むすべてのデータベース・アプリケーションに、

卓越したパフォーマンスとスケーラビリティをもたらします。Sun
の業界標準ハードウェアと、オラクルのインテリジェント・データ

ベースおよびストレージ・ソフトウェアを使用して構築された

Oracle Exadata Database Machine は、ソフトウェア、サーバー、ス

トレージからなる最適化済みの完全なパッケージです。素早く簡単

に実装できる Exadata Database Machine は、最大規模でもっとも重

要なデータベース・アプリケーションに対応できるだけでなく、多

くの場合、10 倍以上の処理速度を実現します。 

オンライン・トランザクション処理、データウェアハウジング、複合ワークロード

の統合において最高のパフォーマンスを実現 
オラクルは、どのようなデータベース・アプリケーションでもホストできる完全な

統合プラットフォームを提供しています。Exadata Database Machine は、Oracle 
Database をホストするための標準ソリューションであり、簡単に配置できます。設

置したその日から使用できるため、統合作業やデータベース配置にかかるコストお

よび時間が大幅に削減されます。処理の対象が OLTP、DW、複合アプリケーション・

ワークロードのいずれであっても、共通の配置環境は、データセンター内で統合に

よるスケール・メリットを実現する非常に大きな機会をもたらします。これはすべ

て、パフォーマンスの飛躍的な向上のおかげです。 

Exadata Database Machine のパフォーマンスにおけ

る優位性は、独自のテクノロジーである Oracle 
Exadata Storage Server によって実現されています。

Exadata Storage Server に SQL 処理を任せることで、

すべてのディスクで並列処理が実現されるため、

データベース・サーバーの CPU 消費が抑制される

と同時に、ストレージ・サーバーとデータベース・

サーバー間でのデータ移動に使用する帯域幅も大

幅に軽減できます。要求の厳しいデータベース・ア

プリケーションでは一定のパフォーマンスを達成

する必要がありますが、データ量が激増する中で、

従来のストレージ・アレイでは、テラバイト単位の

データを効率的に処理して、ストレージ・ネットワー

ク経由で送信することが困難になっています。

Exadata Storage Server によって提供される高帯域幅の

超並列ソリューションでは、1 秒あたり最大 50GB の

RAW I/O 帯域幅および 1 秒あたり 1,000,000 回の I/O
操作（IOPS）を実現します。これらのパフォーマンス向上のほとんどは、Oracle 
Database のストレージ階層と各 Exadata Storage Server に組み込まれている Exadata 
Smart Flash Cache によるものです。42U ラックに 14 台の Exadata Storage Server が装

備されている Exadata Database Machine フル・ラック・モデルには、5.3TB の Exadata 
Smart Flash Cache が搭載されています。 

機能と利点 

 

機能 

• 最大 96 の CPU コアと 768GB のメモリ

によるデータベース処理 

• 最大 168 の CPU コアによるストレージ

処理 

• 2～8 台のデータベース・サーバー 

• 3～14 台の Oracle Exadata Storage 
Server 

• 最大 5.3TB の Exadata Smart Flash 
Cache  

• QDR InfiniBand スイッチ（40Gb/秒） 

• 最大 100TB/ラックの非圧縮ユーザー・

データ容量 

• ラックあたり最大 50GB/秒の非圧縮 I/O
帯域幅 

• Exadata Hybrid Columnar Compression
による 10～15 倍の圧縮率 

• 完全冗長性による高可用性の実現 

 

概要 

• 1 秒あたり最大 1,000,000 回の I/O 操作

を実行する能力 

• あらゆるサイズのアプリケーション要

件に合わせて簡単にアップグレード 

• 複 数 の Exadata Database Machine 
X2-2 フル・ラックまたはハーフ(1/2）ラッ

クの接続によるスケーリング。スイッチの

追加なしで最大 8 台のラックを接続。ス

イッチを追加すればさらに大規模な構成

を構築可能 

• すべてのデータベース・アプリケー

ション向けに最適化された事前設定済み

のシステム 
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また、Exadata Database Machine は世界でもっともセキュアなデータベース・システ

ムでもあります。Oracle Database の優れたセキュリティ機能を利用して構築された

Exadata Database Machine は、完全に暗号化されたデータベースに対する問合せを、

オーバーヘッドをほとんど発生させることなく、1 秒あたり数百 GB という速度で

実行します。これは、復号化処理をソフトウェアから Exadata Storage Server ハード

ウェアへ移行することで実現されます。 

最高のスケーラビリティ 
Exadata Database Machine X2-2 は、3
つのバージョンで提供されています。

2 台のデータベース・サーバーと 3 台

の Exadata Storage Server を搭載した

クォーター(1/4）ラック・モデルから、

8 台のデータベース・サーバーと 14
台の Exadata Storage Server を搭載し

たフル・ラックモデルまで、それぞ

れのアプリケーションに合った構成

を選択できます。それぞれのバー

ジョンはオンラインで別のバージョ

ンにアップグレードできるため、処理要件が拡大した場合にもスムーズなアップグ

レード・パスが確保されています。3 つのバージョンすべてで、600GB の高パフォー

マンスSASディスクまたは2TBの大容量SASディスクのいずれかを使用できます。 

小規模から大規模な Exadata Database Machine へのアップグレードに加えて、ビル

ディング・ブロック方式が採用されているため、最大規模の Exadata Database 
Machine を任意の規模に素早く簡単に変更できます。Exadata Database Machine のフ

ル・ラックとハーフ(1/2）ラックは、内蔵されている InfiniBand ファブリックを使

用して連結できます（フル・ラックとフル・ラック、フル・ラックとハーフ（1/2）
ラック、ハーフ（1/2）ラックとハーフ（1/2）ラックの組合せ）。新しい Exadata Database 
Machine ラックがシステムに追加されるにつれて、システムのストレージ容量やパ

フォーマンスも向上します。2 つのフル・ラック・システムで構成されたシステム

は、単純に単一ラック・システムの 2 倍の性能を備えており、2 倍の I/O スループッ

トとストレージ容量を提供します。このシステムは単一システム・イメージ・モー

ドで実行することも、複数データベースの統合向けに論理的にパーティション化す

ることもできます。また Exadata Database Machine は簡単にスケールアウトすること

ができます。Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）は動的に処理能力を増強

し、Oracle Automatic Storage Management（Oracle ASM）はすべての Exadata Storage 
Server にまたがるデータのリバランスを動的に実行するため、各構成に含まれるす

べてのハードウェアが十分に活用されます。 

エンタープライズ対応 
Exadata Database Machine X2-2 には、ミッション・クリティカルなアプリケーショ

ンの要求に対応できる完全な冗長性が組み込まれています。それぞれの Exadata 
Database Machine は冗長化された InfiniBand 接続と冗長配電盤（PDU）を備えてお

り、すべてのサーバーにはホットスワップ対応電源が装備されているため、高可用

性が実現できます。Oracle RAC はデータベース・サーバー障害からシステムを保護

し、Oracle ASM はディスク障害への保護対策としてディスクのミラー化を提供しま

す。また、ホットスワップ対応のコンポーネントを採用しているため、サーバーお

よびディスク・ドライブに障害が発生した場合でもデータベースの動作を確実に維

持できます。さらに、データはすべてのストレージ・サーバーにまたがってミラー

化されるため、データが失われたり、データへのアクセスが妨げられたりすること

はありません。 

Exadata Database Machine 上にあるソフトウェア環境の管理には、Oracle Enterprise 
Manager を利用できます。また、Exadata Storage Server 用のシステム監視プラグイ

関連製品とサービス 

関連製品 

• Oracle Exadata Database Machine X2-8 

• Oracle Exadata Storage Server X2-2 

• Oracle Database 11g 

• Oracle Real Application Clusters 

• Oracle Partitioning 

• Oracle Advanced Compression 

• Oracle Advanced Security 

• Oracle Active Data Guard 

• Oracle GoldenGate 

• Oracle Real Application Testing 

• Oracle OLAP 

• Oracle Data Mining 

• Oracle Business Intelligence 

• Oracle Enterprise Manager 

• Oracle Linux 

 

関連サービス 

次のオラクルのサービスを使用できます。 

• Oracle Advanced Customer Services 

• Oracle Consulting Services 

• Oracle University コース 

• Oracle Auto Service Request 
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ンも利用できます。このプラグインは、Exadata 環境の可用性、パフォーマンス、

構成に関する総合的な情報を提供します。Enterprise Manager を使用すると、管理者

は、Exadata Database Machine の事前監視および詳細な構成分析を実行できます。 

オラクルのソフトウェア、Sun のハードウェア 
Exadata Database Machine は、顧客のビジネスおよび技術上の課題を解決するための、

オラクルと Sun による長年の協力をもとに開発されました。オラクルは、統合され

たハードウェアおよびソフトウェア・テクノロジーと、関連するハードウェア・サ

ポート・サービスを、統合された形で提供しています。Sun の優れた業界標準のサー

バーおよびストレージ・ハードウェアを、Oracle ソフトウェアに組み込まれた機能

と組み合わせることで、Exadata Database Machine は業界最高のパフォーマンス、ス

ケーラビリティ、信頼性を実現しています。また、Exadata Database Machine では、

Oracle Support の支援を受けることができます。 

 

おもな機能  
高パフォーマンス SAS ディスクを

使用した Exadata Database 
Machine X2-2 フル・ラック 

高パフォーマンスSASディスクを使

用した Exadata Database Machine 
X2-2 ハーフ（1/2）ラック 

高パフォーマンスSASディスクを使

用した Exadata Database Machine 
X2-2 クォーター(1/4)ラック 

最大 25GB/秒の非圧縮RAWディスク

の帯域幅 
最大 12.5GB/秒の非圧縮 RAW ディス

クの帯域幅 
最大 5.4GB/秒の非圧縮 RAW ディス

クの帯域幅 

最大 50GB/秒の非圧縮フラッシュ・

データ帯域幅 
最大 25GB/秒の非圧縮フラッシュ・

データ帯域幅 
最大 11GB/秒の非圧縮フラッシュ・

データ帯域幅 

最大 50,000 のディスク IOPS 最大 25,000 のディスク IOPS 最大 10,800 のディスク IOPS 

最大 100 万のフラッシュ IOPS 最大 50 万のフラッシュ IOPS 最大 22 万 5,000 のフラッシュ IOPS 

100TB の RAW ディスク・データ容量 50TB の RAW ディスク・データ容量 21TB の RAW ディスク・データ容量

最大 28TB のユーザー・データ量 
（非圧縮時）* 

最大 14TB のユーザー・データ量 
（非圧縮時）* 

最大 6TB のユーザー・データ量 
（非圧縮時）* 

データ・ロードの速度：最大 5TB/時 データ・ロードの速度：最大 2.5TB/時 データ・ロードの速度：最大 1TB/時 

大容量 SAS ディスクを使用した

Exadata Database Machine X2-2
フル・ラック 

大容量 SAS ディスクを使用した

Exadata Database Machine X2-2 
ハーフ（1/2）ラック 

大容量 SAS ディスクを使用した

Exadata Database Machine X2-2 
クォーター(1/4)ラック 

最大 14GB/秒の非圧縮 RAW ディスクの

帯域幅 

最大 7GB/秒の非圧縮 RAW ディスクの帯

域幅 

最大 3GB/秒の非圧縮 RAW ディスクの帯

域幅 

最大 50GB/秒の非圧縮フラッシュ・デー

タ帯域幅 

最大 25GB/秒の非圧縮フラッシュ・デー

タ帯域幅 

最大 11GB/秒の非圧縮フラッシュ・デー

タ帯域幅 

最大 25,000 のディスク IOPS 最大 12,500 のディスク IOPS 最大 5,400 のディスク IOPS 

最大 100 万のフラッシュ IOPS 最大 50 万のフラッシュ IOPS 最大 22 万 5,000 のフラッシュ IOPS 

336TB の RAW ディスク・データ容量 168TB の RAW ディスク・データ容量 72TB の RAW ディスク・データ容量 

最大 100TB のユーザー・データ量 

（非圧縮時）* 

最大 50TB のユーザー・データ量 

（非圧縮時）* 

最大 21TB のユーザー・データ量 

（非圧縮時）* 

データ・ロードの速度：最大 5TB/時 データ・ロードの速度：最大 2.5TB/時 データ・ロードの速度：最大 1TB/時 
* ユーザー・データ容量は、すべてのディスク領域をミラー化し、ディスク障害からリカバリするための領域を確保し、データベー

ス構造用の領域（ログ、UNDO、データウェアハウジング向けの大規模な一時領域、索引など）を除外した後に、表の行を格納す

るために残された領域を見積もったものです。このユーザー・データ容量は圧縮されていない状態での数字を表しています。

Exadata Hybrid Columnar Compression を使用した場合、容量は何倍にも増加します。ただし、実際のユーザー・データはアプリケー

ションによって異なります。 
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Exadata Database Machine X2-2 
フル・ラック 

Exadata Database Machine X2-2 
ハーフ（1/2）ラック 

Exadata Database Machine X2-2 
クォーター(1/4)ラック 

以下を搭載した 8 台のデータベース・ 

サーバー 

• 2×6 コアの Intel® Xeon® X5670 プロ

セッサ（2.93GHz） 

• 96GB のメモリ 

• ディスク・コントローラ HBA（512MB

のバッテリ・バックアップ式ライト・

キャッシュを搭載） 

• 4×300GB SAS ディスク（10,000RPM） 

• 2×QDR（40Gb/秒）ポート 

• 2×10Gb のイーサネット・ポート（Intel 

82599 10Gb イーサネット・コントロー

ラを使用） 

• 4×1Gb のイーサネット・ポート 

• 1×ILOM イーサネット・ポート 

• 2×ホットスワップ対応の冗長電源 

以下を搭載した 4 台のデータベース・ 

サーバー 

• 2×6 コアの Intel® Xeon® X5670 プロ

セッサ（2.93GHz） 

• 96GB のメモリ 

• ディスク・コントローラ HBA（512MB

のバッテリ・バックアップ式ライト・

キャッシュを搭載） 

• 4×300GB SAS ディスク（10,000RPM）

• 2×QDR（40Gb/秒）ポート 

• 2×10Gb のイーサネット・ポート（Intel 

82599 10Gb イーサネット・コントロー

ラを使用） 

• 4×1Gb のイーサネット・ポート 

• 1×ILOM イーサネット・ポート 

• 2×ホットスワップ対応の冗長電源 

以下を搭載した 2 台のデータベース・ 

サーバー 

• 2×6 コアの Intel® Xeon® X5670 プロ

セッサ（2.93GHz） 

• 96GB のメモリ 

• ディスク・コントローラ HBA（512MB

のバッテリ・バックアップ式ライト・

キャッシュを搭載） 

• 4×300GB SAS ディスク（10,000RPM）

• 2×QDR（40Gb/秒）ポート 

• 2×10Gb のイーサネット・ポート（Intel 

82599 10Gb イーサネット・コントロー

ラを使用） 

• 4×1Gb のイーサネット・ポート 

• 1×ILOM イーサネット・ポート 

• 2×ホットスワップ対応の冗長電源 

3×36 ポート QDR InfiniBand スイッチ

（40Gb/秒） 

3×36 ポート QDR InfiniBand スイッチ

（40Gb/秒） 

2×36 ポート QDR InfiniBand スイッチ

（40Gb/秒） 

14 台の Exadata Storage Server X2-2 に、

600GB、15,000RPM の高パフォーマンス

SAS ディスク、または 2TB、7,200RPM の

大容量 SAS ディスクのいずれかを 12 台

搭載（5.3TB の Exadata Smart Flash Cache

を含む） 

7 台の Exadata Storage Server X2-2 に、

600GB、15,000RPM の高パフォーマンス

SAS ディスク、または 2TB、7,200RPM の

大容量 SAS ディスクのいずれかを 12 台

搭載（2.6TB の Exadata Smart Flash Cache

を含む） 

3 台の Exadata Storage Server X2-2 に、

600GB、15,000RPM の高パフォーマンス

SAS ディスク、または 2TB、7,200RPM の

大容量 SAS ディスクのいずれかを 12 台

搭載（1.1TB の Exadata Smart Flash Cache

を含む） 

その他のハードウェア・コンポーネント： 

• Database Machine の管理に使用する

イーサネット・スイッチ 

• ローカル管理に使用するキーボード、

ビデオまたはビジュアル・ディスプレ

イ・ユニット、マウス（KVM）ハード

ウェア 

• 42U ラック・パッケージ 

スペア・キット： 

• 2×600GB の高パフォーマンス SAS

ディスク、または 2×2TBの大容量 SAS

ディスク 

• 2×96GB の Exadata Smart Flash Cache

カード 

• InfiniBand 用ケーブル 

その他のハードウェア・コンポーネント：

• Database Machine の管理に使用する

イーサネット・スイッチ 

• ローカル管理に使用するキーボード、

ビデオまたはビジュアル・ディスプレ

イ・ユニット、マウス（KVM）ハード

ウェア 

• 42U ラック・パッケージ 

スペア・キット： 

• 1×600GB の高パフォーマンス SAS

ディスク、または 1×2TBの大容量 SAS

ディスク 

• 1×96GB の Exadata Smart Flash Cache

カード 

• InfiniBand 用ケーブル 

その他のハードウェア・コンポーネント：

• Database Machine の管理に使用する

イーサネット・スイッチ 

• ローカル管理に使用するキーボード、

ビデオまたはビジュアル・ディスプレ

イ・ユニット、マウス（KVM）ハード

ウェア 

• 42U ラック・パッケージ 

スペア・キット： 

• 1×600GB の高パフォーマンス SAS

ディスク、または 1×2TBの大容量 SAS

ディスク 

• 1×96GB の Exadata Smart Flash Cache

カード 

• InfiniBand 用ケーブル 
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Exadata Database Machine X2-2 のサポート・サービス 
• ハードウェア保証：1 年間、通常営業時間内（月～金の 8 時から 5 時まで）に 4 時間の Web/電話対応、2 営業日のオンサイト対

応/パーツ交換 

• システム向け Oracle Premier Support：Oracle Linux サポートと、24 時間 365 日、2 時間のオンサイト・ハードウェア・サービス

対応（サービス・センターへの近接度による） 

• オペレーティング・システム向け Oracle Premier Support 

• Oracle Customer Data and Device Retention 

• システム・インストール・サービス 

• ソフトウェア構成サービス 

• Oracle Auto Service Request 

 

Exadata Database Machine X2-2 のアップグレード 

Exadata Database Machine X2-2
ラック接続 

Exadata Database Machine X2-2 
ハーフ（1/2）ラックからフル・ラッ

クへの 
アップグレード 

Exadata Database Machine X2-2 
クォーター(1/4）ラックからハーフ

（1/2）ラックへの 
アップグレード 

アップグレードの対応：内蔵 InfiniBand

ファブリック経由で複数のフル・ラック

またはハーフ（1/2）ラックに接続 

アップグレードの対応：ハーフ（1/2）ラッ

クからフル・ラックへのフィールド・アッ

プグレード 

アップグレードの対応：クォーター(1/4）

ラックからハーフ（1/2）ラックへのフィー

ルド・アップグレード 

• フル・ラックとフル・ラック、フル・

ラックとハーフ（1/2）ラック、ハーフ

（1/2）ラックとハーフ（1/2）ラックの

システム間を接続可能 

• 3 台のフル・ラックまたはハーフ（1/2）

ラックを接続する InfiniBand ケーブル

を Rack Spares Kit に同梱 

• 4 台以上のフル・ラックまたはハーフ

（1/2）ラックの接続には InfiniBand 光

ケーブルが追加で必要 

• InfiniBand スイッチを追加しなくても

最大 8 台のラックを接続可能 

• アップグレードによって追加される

ハードウェア・コンポーネント： 

• 4 台のデータベース・サーバー 

• 7 台の Exadata Storage Server X2-2 に、

600GB、15,000RPM の高パフォーマン

ス SAS ディスク、または 2TB、

7,200RPM の大容量 SAS ディスクのい

ずれかを 12 台搭載 

• すべてのコンポーネントを接続する

InfiniBand および Ethernet ケーブル 

• Full Rack Spares Kit へのアップグレード

• アップグレードによって追加される

ハードウェア・コンポーネント： 

• 2 台のデータベース・サーバー 

• 4 台の Exadata Storage Server X2-2 に、

600GB、15,000RPM の高パフォーマン

ス SAS ディスク、または 2TB、

7,200RPM の大容量 SAS ディスクのい

ずれかを 12 台搭載 

• 1 つの 36ポート QDR InfiniBandスイッ

チ（40Gb/秒） 

• すべてのコンポーネントを接続する

InfiniBand およびイーサネット・ケーブル

• Half Rack Spares Kit へのアップグレー

ド 

アップグレード・サポート・サービス： 

• ハードウェア・インストールおよびソ

フトウェア構成 

アップグレード・サポート・サービス：

• ハードウェア・インストールおよびソ

フトウェア構成 

アップグレード・サポート・サービス：

• ハードウェア・インストールおよびソ

フトウェア構成 
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環境仕様 
Exadata Database Machine X2-2 

フル・ラック 
Exadata Database Machine X2-2 

ハーフ（1/2）ラック 
Exadata Database Machine X2-2 

クォーター(1/4）ラック 
• 高さ：1,998mm 

• 幅：600mm 

• 奥行： 1,200mm 

• 高さ： 1,998mm 

• 幅： 600mm 

• 奥行： 1,200mm 

• 高さ： 1,998mm 

• 幅： 600mm 

• 奥行： 1,200mm 

重量： 966.6kg 重量： 602.8kg 重量： 409.1kg 

電源 

• 最大消費電力：14.0kW（14.3kVA） 

• 標準消費電力（アプリケーションの負

荷によって変化）：9.8kW（10.0kVA） 

電源 

• 最大消費電力：7.2kW（7.3kVA） 

• 標準消費電力（アプリケーションの負

荷によって変化）：5.1kW（5.2kVA） 

電源 

• 最大消費電力：3.6kW（3.7kVA） 

• 標準消費電力（アプリケーションの負

荷によって変化）：2.7kW（2.75kVA） 

冷却能力 

• 最大使用時：47,800BTU/時（50,400kJ/時） 

• 標準使用時：33,400BTU/時（35,300kJ/時） 

冷却能力 

• 最大使用時：24,600BTU/時（25,950kJ/時）

• 標準使用時：17,400BTU/時（18,400kJ/時）

冷却能力 

• 最大使用時：12,300BTU/時（13,000kJ/時）

• 標準使用時：9,200BTU/時（9,700kJ/時）

エアフロー 

• 最大使用時：2,200CFM 

• 標準使用時：1,560CFM 

• エアフローの方向は必ず前面から背面

にすること 

エアフロー 

• 最大使用時：1,130CFM 

• 標準使用時：840CFM 

• エアフローの方向は必ず前面から背面

にすること 

エアフロー 

• 最大使用時：550CFM 

• 標準使用時：410CFM 

• エアフローの方向は必ず前面から背面

にすること 

動作時温度/湿度：5～32ºC（41～89.6ºF）、10～90%の相対湿度、結露なし 動作時高度最大 3,048m（高度 900m 以上では 300m 上昇

するごとに最高周囲温度が 1℃低下） 

準拠規格* 

• 安全性：UL 60950-1 2nd Ed、EN60950-1:2006 2nd Ed、CB Scheme（各国の規定に準拠） 

• RFI/EMI：FCC CFR 47 Part 15 Subpart B Class A、EN 55022:2006+A1:2007 Class A、EN 61000-3-11:2000、EN 61000-312:2005、ETSI 

EN 300 386 V1.4.1（2008） 

• イミュニティ：EN 55024:1998+A1:2001:+A2:2003 

認定規格* 

• 安全性：UL/cUL、CE、BSMI、GOST R、S-Mark、CSA C22.2 No. 60950-1-07 2nd Ed、CCC 

• EMC：CE、FCC、VCCI、ICES、KCC、GOST R、BSMI Class A、AS/NZ 3548、CCC 

• その他：WEEE 指令（2002/96/EC）および RoHS 指令（2002/95/EC）に準拠 

* 準拠規格や認定規格の遵守はコンポーネント・レベルで実現されている場合があります。 
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Oracle Database Software（別売） 
データベース・サーバー Oracle Database 11g Release 2 Enterprise Edition（11.2.0.2 以

上）、Oracle Real Application Clusters、Oracle Partitioning、お

よびその他の Oracle Database オプション 

ストレージ・サーバー Oracle Exadata Storage Server Software 

Oracle Software（同梱） 
データベース・サーバー Oracle Enterprise Linux 5 Update 5 Reliable Datagram Sockets

（RDS）OpenFabrics Enterprise Distribution（OFED）に基づ

き、Exadata Storage Servers と Oracle Database 間の通信に使

用される Zero-loss Zero-copy Datagram Protocol（ZDP）

InfiniBand プロトコル 

Exadata Storage Server Software の機能 
• Smart Scan テクノロジー 

• Storage Index テクノロジー 

• Hybrid Columnar Compression 

• Oracle Data Mining モデル・スコアリングのスマート・スキャン 

高可用性機能 
• すべてのサーバーに冗長電源を接続 

• 冗長 InfiniBand スイッチ 

• 冗長配電盤 

• Oracle Automatic Storage Management：すべてのデータベース・ファイルのミラー化、

ディスク障害による問合せ処理の中断なし 

• Oracle Real Application Clusters：データベース・サーバー障害に対応 

• Oracle Exadata Storage Server Software：ストレージ・サーバー障害に対応 

• Oracle Recovery Manager を使用したバックアップ 

• Oracle Flashback テクノロジーを使用したポイント・イン・タイム・リストア 

• Oracle Data Guard を通じた障害からの保護 

管理性機能 
• 内蔵の Oracle Integrated Lights Out Manager（Oracle ILOM） 

• Oracle Enterprise Manager Grid Control 

• Oracle Auto Service Request 
• Oracle Quality of Service Management（Oracle Database 11.2.0.2 が必要） 

 
お問い合わせ先 
Oracle Database Machine について、詳しくは oracle.com を参照するか、+1.800. 
ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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